
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○全職員による共通理解と共通実践 ○ICT機器を積極的に活用した教員８
０％以上

・個別で学ぶ場面や協働的に学び合い
伝え合う場面でICT機器を効果的に活用
できるように、校内研修等により取組の
促進を図る。

A

・職員アンケートで「ICT機器を積極的に活用した」と肯定的な回答をした職員が84.9％で、年
間を通して積極的に活用を行うことができた。また、利活用の方法について、職員間で日常的
に情報交換が成されていた。
・ICT機器の利活用場面を中心とした授業実践及び公開を全職員が行い、成果と課題につい
て整理し、情報交換を行った。一人1台端末について、効果的な使用場面や方法等について
発達の段階に応じて整理し、共有することができた。

A

・ICT機器を積極的に活用することが根付いてきているように感じられ
る。授業研修や情報の共有など実践されて、職員の孤立化も防げると
思う。
・苦手な先生もまだいると思うが、ICT支援員や先生同士の情報交換
等で積極的に活用していてよいと思う。
・末端まで共通理解できていて、職場に生き生き感を感じる。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任
・反射炉部

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践

○「ICTアンケート」で、「ICT等を用いるこ
とで学習がよくわかる」と答えた児童が７
５％以上

・ICT機器を利活用した授業を教職員間
で見合ったり、情報共有をしたりする。ま
た、有効な手立てを整理し共有すること
で、授業改善を行う。

A
・児童のアンケート結果は91.9%であり、3.9%上昇した。
授業研究会や公開授業、日々の実践の報告を通して、
職員も児童もICT利活用の場面や良さを感じることがで
きた。来年度も継続し行うと同時に、協働的な活動の
場面や授業外での活用を模索していきたい。

A
・先生方の授業の工夫は児童に非常によい影響があり、楽し
く学べて、理解度も上がってきている。
・ICTの活用で、児童に興味をひき、授業も分かりやすくなる
ので、学力の向上に役立っている。
・授業改善の姿勢が見えて、やる気が伝わる。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任
・反射炉部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○「優しい気持ちで友達に接した」と答え
た児童８０％以上

・児童の実態に合わせて学年、全校さわ
やかタイムを計画・実施する。

A

・年間を通して、全校・学年さわやかタイムを実施する
ことで、友だち同士の関係もよくなり、児童のアンケート
結果も96％で優しく接する子どもが多くなった。
・友だちどうしの関係がよくなることで、友だち間のトラ
ブルが減っている。

A

・心の教育については、年間を通してさわやかタイムの実施などで優し
く接する子どもが多くなったという結果を見て、1月に太陽くらぶで、大
カルタ大会を開催したとき、低学年に札を譲ってくれた子どもが数名い
たことに感動した。本当の結果である。
・さわやかタイムや学校行事を共に体験することで、児童同士のつな
がりも深くなり心も成長している。児童の笑顔を見ると成果が見える。

・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・藤の花部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）に
ついて組織的対応ができていると回答し
た教員９０％以上

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルを作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に１回以上行う。

A

・いじめの認知・覚知に対する対応マニュアルを確認した。
・QUテストを活用したり，職員間で情報を共有したりして，児童の実態
把握を適宜行った。
・いじめ防止等について組織対応ができているかという職員アンケート
の結果，97％が肯定的な回答をしており，いじめ事案も解消している。

A

・いじめについては、現在の先生方の早期対応により、現在はいじめ
事案がないことは、とてもすばらしい取組だ。
・組織的対応もしていて、いじめ事案が解消していたので目標は達成
されている。
・遊び→悪ふざけ→いじめを見極めるのは難しいと思うが、早期発見、
対応と児童が相談しやすい環境を整えてほしい。

・生徒指導主任
・教育相談主任
・藤の花部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●◎「キャリア・パスポート」を活用しながら、
目標に向かって頑張ったと回答した児童８
０％以上
●◎ふるさと「日新」に愛着をもち、大切にし
たいと肯定的な回答をした児童８０％以上

・児童生徒の資質・能力を育む授業づく
りに関する校内研修等の実施
・社会科、生活科、総合的な学習の時間
等の時間に体験的授業を取り入れる。
・児童に「日新相撲を学ぶ会」等、日新の
町に関わる機会を作る。

A

・成果指標の３つの項目について、12月アンケート
では、肯定的な回答をした児童が、いずれも80％
以上（87.2％、89.9％、86.2％）であった。
・ １年生では、地域の方を招いて一緒に昔遊び体
験を行い、２年生の生活科で町探検に出かけ、日
新校区について調べたりインタビュー活動を行っ
たりと、それぞれの学年で体験活動を実施するこ
とができた。

A

・令和6年は、日新小学校150周年なので、子どもたちの地域への愛着
心が生まれる、思い出の年に学校と地域で協力していきたい。
・ほめるから始める教育で、児童の伸びしろをどんどん伸ばし、将来の
目標を達成できるように後押ししてほしい。
・アンケート結果も上期より下期は高くなっており、保護者から感謝の
言葉もたくさん述べられていて、評価は高いと思う。
・先生方のやる気が児童に伝わり、意欲的な教育活動ができている。

・教務主任
・各教科主任
・藤の花部

○安心感や信頼感を育む人間関係（仲
間）づくり

○ぽかぽかカードを活用しながら、「お互
いによいところがあると思う」と回答した
児童８０％以上

・道徳、学活等の時間を活用して、友達
のよさを認めるカードを書いて、掲示す
る。

A
・ぽかぽかカードを年間通して取り組むだけでなく、先生方に
も書いてもらうことで、児童のアンケート結果が90.6％となり、
先生たちも見ているという意識が高まった。承認、称賛がより
多く感じる子どもたちが増えている。

A
・友達に親切にすること、友達が喜んでくれることで、自分の心も温かく
なることをたくさん感じてほしい。
・先生方にぽかぽかカードを書いてもらう取組が、すばらしい。

・人権・同和教育担当者
・藤の花部

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童９５％以上
○朝食をとって登校する児童が90％以
上

・「早寝・早起き・朝ごはん」を推奨する。
年間３回程度、チェック習慣を設け、
日々の生活習慣の振り返りをする。
・毎月の食育タイムで、望ましい食習慣
やマナーについて確認する。 A

・児童のアンケート結果によると、「朝ごはんを
毎日食べている」児童は97％であった。また
「健康のために食事が大切である」と答えた児
童は99.1％となった。 A

・健康それは、食事が基本である。授業を通じて児童への意欲を高め
る姿勢はありがたい。
・食習慣については、アンケート結果により、子どもたちの意識が高く
なりつつある。
・下期アンケートでは、健康のために食事は大切だと思うと答えた児童
が９９．１％と全てのアンケートの中で一番髙い数値で、児童も自分の
体を大切に思っているので食への意識は高くなっている。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

○運動習慣の改善や定着化 ○運動やスポーツを行う時間が１週間で
３００分以上の児童８０％以上

・大縄大会などのスポーツイベントを実
施する。
・昼休みの外遊びを推奨する。

B

・児童のアンケート結果によると、運動やスポーツ
を行う時間が1週間で300分以上の児童が、73.1％
であった。大縄大会前やマラソン週間では、多くの
児童が外で遊んでいたが、習慣化するまでには、
至らなかった。今年度の成果指標を見直しつつ
も、外遊びを推奨していきたい。

B

・１週間で300分以上の運動については、大人もだが、コロナ禍で動か
なかったことに慣れている子どもが多いと思う。習慣化するまで指導を
お願いする。マラソン週間でも何周走れば、どこまで行けたとか、結果
を見える化することもありかと思う。
・運動が苦手な児童もいると思うが、休み時間、外へ出るだけでも心身
のリフレッシュに成ると思うので、外に出たくなるような工夫をしてほし
い。
・どうしても運動が苦手な児童がいるなか、努力の姿勢が伝わる。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎日業務記録票に記入し、自分の時間
外勤務時間を把握する。

B
・より多くの多様な意見を聞くため、アンケートをとった
り、業務改善会議を開いたりして、改善に務めた。職員
の時間外勤務平均時間が45時間を超えることがなく
なった。

B

・業務効率化、時短など取り組んでいることと思うが、先生方の業務多
忙により、なかなか進まない現状だが、体のこと、家庭のことなど考え
て削減してほしい。達成度Aになることを期待する。
・すでにいろいろと努力されていると思うが、ICT機器やアプリ等を活用
し、省ける業務はさらに見直して改善してほしい。
・この環境下では、先生方の努力に頭が下がる。

・教頭

○学びやすい、働きやすい職場づくり ○学びやすい、働きやすい職場だと思っ
ている職員が７０％以上。

・業務内容の見直し・職場環境の改善等

A
・後期アンケート結果でも、93.9％の職員が学
びやすい、働きやすい職場だと思っている。ミ
ニ研修会を開催したり、校内研修を熱心に
行ったりして職員も学びを深めている。

A

・今年度、教職員用のアンケートが少ないのですが、先生同士苦手な
ことはお互い補い助け合っていってほしい。
・難問題への取組がすばらしい成果だと思う。 ・教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○一人一人の児童を大切にする指導･
支援の充実

○学級の実態に応じて、意識した授業や教室環
境のUD化に努めたと回答する教員が90％以上
○支援を必要とする児童に具体的な支援を行っ
たと回答した教員が90％以上

・特別支援に関する研修会の実施
・全職員での情報共有

A

・学級の実態に応じた授業や教室環境のUD化に努めた教員
は94％であった。
・支援を要する必要とする児童に具体的な支援を行った教員
は97％であった。
・全職員で支援を必要とする児童の共通理解を図り，個別に
対応をすることができた。必要に応じて，巡回相談やケース
会議も行うことができた。

A

・地域ボランティア等の協力も活用しながら、教育向上を応援する。
・ほとんどの先生が具体的な支援をして、目標を達成している。
・先生方はもちろん、他のクラスの児童も温かく、特別支援の児童を見
守っていけるような学校であってほしい。
・苦労にただただ感謝する。

・藤の花
・特別支援Co

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・保護者、児童、教師のアンケート結果は、ほとんどの項目が、上期より下期の結果がよくなっていた。教師間で、具体的な取組について共通理解・共通実践できたためである。これからも、学校の取組を発信していき、保護者・地域に理解・協力をしてもらい、保護者・地域・
学校が連携し、児童の成長に向けたよりよい関わりを行っていく。
・達成度Ｂの項目については、早急に改善策を具体化し、全職員共通理解のもと実践していくことが必要である。
・３部会での取組については、計画から実施で終わりではなく、反省を生かした次年度への計画の見直しまで行い、次年度の計画を「見える化」していく。一つ一つの取組に対し，全職員一丸となって前向きに取り組むことのできる日新小を目指す。
・業務改善・教師の働き方改革の推進が実践できるように、全職員が仕事の質を高めることを意識しながら、仲間と関わり合い、言葉掛けをしていく。時間外勤務時間は減少しているので、来年度は、週1日定時退勤日を設け、さらなる働きやすい職場作りを行う。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・今年度は、保護者と職員のアンケートを２回行い、年度の途中でも取組の見直し・修正ができるようにした。結果においては、「開かれた学校」や「健康・体つくり」の項目において、１回目より高い結果を得た。しかし、達成度が８０％満たない項目がまだあるので、これまで同様、学校の取組を発信していき、保護者・地域に理解してもらい、保護者・地域・学校が連携

し、児童の成長に向けたよりよい関わりを行っていく。

・Aに達成しなかった項目については、その項目と具体的な改善策を明確にし、全職員で共通理解を図り、早急に実践していく。

・３部会（反射炉部、藤の花部、少年の像部）で、それぞれの達成行動目標を定め、３部長会等で進捗状況等を随時確認し、学校目標の達成に向けて取り組むことができた。次年度も三部長会や学年主任等会が連動し、学年・学級間で取り組みの足並みをそろえ、より組織的に統一された３部会を推進していく。

・教職員の資質向上においては、「わかる喜び　できる楽しさを味わい、学びに向かおうとする児童の育成」を目指し校内研究の全体授業研究会及び公開授業を行い、外部講師を招聘して資質の向上を図った。次年度は、さらに、ICTの利活用をし、「主体的・対話的で深い学び」向かう児童の育成を目指して研究を推進し、教師力の向上を図っていく。

２　学校教育目標
ふるさとを愛し、心まことに行動する日新の子の育成　～「あ・そ・べ・や」でみんな輝く　日新の子～

　あ･･･あいさつ　そ･･･そうじ　べ･･･べんきょう　や･･･やさしい心　みんな輝く･･･一人一人のよさが輝く

３　本年度の重点目標

①　基礎学力の充実

②　好ましい仲間づくりの促進

③　心身の「体力」向上

学校名 佐賀市立日新小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
最終評価 学校関係者評価


